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～病院理念～ 
市民に選ばれる 市民のための 安心で心あたたまる病院 

院長のご挨拶 院長 吉岡 茂 

 今年もまた、あの暑い夏がやってきました。皆さまには、適切な冷
房の使用や十分な水分、塩分補給などをおこない、体調管理に気
をつけていただきたいと思います。 
 さて、当院は、従来からの強みである小児、周産期医療に加え
て、以前から、高齢者救急、高齢者医療の強化に努めてまいりまし
た。令和元年の救急科の立ち上げ以降、脳神経外科、整形外
科、心臓血管外科など後方診療科の整備により、昨年度の救急
車受け入れ件数は7,000件を超えました。 
 そして、この秋、新病院「千葉市立幕張海浜病院」が開院となりま
す。先日、新病院を見学してきましたが、病院の窓から現在のように
海は見えませんが、緑豊かな花見川沿いの風景を見渡すことがで

き、個室率は50％近く、各病棟には
陰圧室が整備され、感染対策、療養
環境に配慮した素晴らしい病院となっ
ています。そして、その新病院の手術
室には、ハイブリッド手術室や手術支
援ロボットが導入され、高度な心大血
管手術、脊椎外科手術や前立腺が
ん、肺がんに対する手術もおこなってま
いります。 
 引き続き、私たちは、地域の皆様に、胎児から高齢者まで切れ目
のない医療を提供いたしますので、どうぞよろしくお願い致します。 

初期研修医・新任専攻医の紹介          副院長 齋藤 博文

 令和8年度の初期研修医は、1年次が8名、2年次が7名です。そ
のうち1年次1名は千葉大学協力型の研修医です。1年次、2年次
ともに基幹型プログラム、産科・小児科プログラムともにフルマッチで採
用となっています。短期の研修は協力型病院として、千葉大学、青
葉病院、千葉県立病院群、千葉医療センターより25名を受け入れ
ています。 
 当院の初期研修医の出身大学は千葉大学3名、国際医療福祉
大3名、東京大学、東北大学、北海道大学、信州大学、宮崎大
学、日本医科大学、埼玉医科大学、ハンガリーデプレッツェン大学と
多彩です。 
 研修プログラムは基幹型プログラムと産科・小児科プログラムの2つ
あり、必修の内科、救急部門（救急科、麻酔科）、産婦人科、小
児科、外科、地域医療、精神科は共通ですが、2年次に基幹型プ
ログラムは約40週の自由選択科期間があり、産科・小児科プログラ
ムは自由選択科期間が20週で、新生児科4週と選択科（産科ま
たは小児科を選択）16週が必修となります。いずれも当院の特色
であるER型救急や小児周産期診療、ジェネラリスト、チーム医療を
学べる内容となっています。 
 専門研修は、小児科、内科、救急科、外科が基幹施設として認
定されています。またサブスペシャルティ領域は、消化器病、消化器
内視鏡、循環器病、集中治療、超音波、心臓血管インターベンショ
ン治療専門医が研修指定病院として認定されています。 
 内科専攻医は合計3名で、令和8年度は、千葉大協力型3名
（消化器内科、循環器内科、糖尿病代謝内科）となっています。 

 小児科の専攻医は3年次5名、2年次8名、1年次6名、併せて
19名となり、海浜病院小児科・新生児科・小児外科、連携施設で
ある千葉大学小児科、千葉県こども病院、東京女子医科大学八
千代医療センター、東京ベイ・浦安市川医療センター、東京科学大
学小児科、沖縄県立南部医療センター・こども医療センター、佐久
総合病院・佐久医療センター、旭中央病院とその他の関連施設に
各人の希望によりローテートし研修しております。 
 初期研修医、専攻医ともに良い研修ができるよう病院全体で支
援していきます。 
 



新しく就任した医師の紹介 ①出身地②専門分野・研究テーマ③特技・趣味 ④海浜病院での抱負 

放射線治療科統括部長 
原田 倫太郎 
① 千葉県船橋市 
② 放射線治療、核医学治療 
③ ゴルフ、飲酒 
④ できるだけ多くの患者様に安心・安全な

放射線治療を受けていただけるよう努
力します。 

 

心臓血管外科主任医長 
池内 博紀 
① 茨城県 
② 成人先天性心疾患、成人後天性心

疾患、大動脈疾患 
③ 野球観戦、登山 
④ 4月より海浜病院に着任しました。循環

器疾患最後の砦となれるよう微力を尽
くします。 

救急科主任医長 
小野寺 隆太 
① 栃木県 
② 救急外来 
③ ランニング 
④ 海浜病院では集中治療専門医の取得

を目指すとともに、地域の救急医療に
貢献できるように努めてまいります。 心
肺蘇生の研究にも引き続き取り組んで
いきたいと考えております。  

小児科医長 
金田 朋也 
① 東京都 
② 小児腎臓 
③ ドライブ、旅行、登山 
④ 地域の子どもたちの笑顔のため、地域

に根ざした小児医療の実践に努めたい
と考えております。 

麻酔科医長 
神山 瑞恵 
① 千葉県千葉市 
② 麻酔一般、産科麻酔 
③ 水泳、ドラマ鑑賞、ディズニー 
④ 無痛分娩を始め、安心安全な麻酔

を提供していければと思います。
よろしくお願いします。 

整形外科医長 
今井 英雄 
① 千葉県 
② 股関節全般、人工関節（股・膝） 
③ 野球観戦 
④ 股関節、膝関節の痛みについて是非ご

相談ください。その他部位についても丁
寧な診療を心がけて参ります。 

内科医長 
川又 望実 
① 東京都 
② 膠原病リウマチ内科 
③ 映画鑑賞 
④ このたび膠原病・リウマチ内科を始める

にあたり 、関節リウマチをはじめとした膠
原病疾患に対し、 地域の患者様が安
心して相談できる診療体制作りを目指
していきます。 

産科医長 
藤田 侑里 
① 千葉県千葉市 
② 産婦人科専門医 
③ 以前はダイビング。最近は料理。 
④ 妊産婦の方々が健やかに過ごせるよう

尽力します。至らぬことも多いかと思いま
すがよろしくお願い申し上げます。 

産科医師 
大塚 美保 
① 千葉県 
② 産婦人科一般 
③ ゴルフ 
④ 他の病院では経験できないような胎児

先天性疾患・超早産期症例に携わる
ことができるため、積極的に学んでいきた
いと思います。よろしくお願いします。 

新メディカルスタッフのご挨拶 

薬剤部 
 今年度から薬剤部に入職した北川雅憲です。この海浜病院で多
くのことを学び、少しでも多くの患者様の助けになれるように頑張って
いきます。よろしくお願いします。 
  
 新人薬剤師の小川菜月です。まだまだ学ぶことばかりですが、１日
でも早く信頼される薬剤師になれるよう努力して参ります。よろしくお
願いします。 
  
 4月より入職しました薬剤師の別府文です。秋には新病院への移
転を控えている海浜病院と共に、新たな戦力として千葉市の医療を
支えていけるよう日々精進して参ります。 
  
 薬剤師1年目の宇井あゆ乃です。働きたかった病院で働くことがで
きてとても嬉しいです。日々の学びを大切に着実に成長していきま
す。よろしくお願いいたします。 

 
 

放射線科 
 新人診療放射線技師の秋山陽翔と申します。安全、安心の医療
を心がけ学び続ける姿勢を忘れずに日々精進して参ります。よろしく
お願いいたします。 
  
 新人診療放射線技師の渡邉弥生と申します。福島県から参りま
した。日々自己研鑽に努め、一日でも早く業務になれていけたらと
思っています。よろしくお願いいたします。 
  
 新人診療放射線技師の井上大樹と申します。安心で安全な医
療を提供していきたいと考えています。日々、学ぶ気持ちを忘れず行
動し、千葉市の医療に貢献できるよう努めて参りたいと思います。よ
ろしくお願いいたします。 
  
 新人診療放射線技師の谷津双葉と申します。幼少期より育った
千葉市に貢献したいと考え、入職いたしました。先輩方にご指導い
ただきながら日々知識と技術の向上に努めています。よろしくお願い
いたします。 

臨床工学科 
 このたび入職いたしました。臨床工学科の小川凜音です。前年度
までは県内の急性期病院に勤務し、主に植え込みデバイスやICU
業務を中心に多職種と連携しながら治療に携わってまいりました。 
 海浜病院ではこれまで培ってきた知識と経験を活かし、臨床工学
技士として安全で質の高い医療の提供に貢献するとともに新たな環
境で積極的に学び続け、患者さんやスタッフの皆さまから信頼される
臨床工学技士を目指して精進してまいります。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 
 

救急科（救急救命士） 
 ４月より入職した救急救命士の大野と申します。 
 これまで消防機関において救急業務に従事してまいりましたが、病
院前救護だけでなく、院内医療にも深く携わりたいと考え入職いたし
ました。これまでとは異なる環境に戸惑うこともありますが、多職種の
皆さまに支えていただきながら日々学びを深めています。 
 私は特に災害医療に関心を持っており、救急救命士として培った
経験を活かすとともに、救急医療だけでなく災害時にも地域医療へ
貢献できる職員を目指してまいります。一日でも早く皆さまのお役に
立てるよう努力してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

リソースナースの活動について      
 認知症看護認定看護師 熊崎 令子 
 

 千葉市立海浜病院では、高齢者ケアの充実に取り組んでいます。
高齢の患者さんが、これまでの生活で大切にしてきたことを尊重しな
がら、安心して入院生活を送れるように、環境を整えています。 
当院では、高齢者ケアを専門とする認知症看護認定看護師が３
名在籍しており、院内の認知症ケアチームと連携しながら、安心して
過ごせる支援方法を検討しています。入院は、環境の変化が大き
く、不安や戸惑いが強くなります。そこで、入院初期から認知症ケア
チームと関わることで、これまでの過ごし方を取り入れて安心できる環
境づくりにつなげています。 
 そのなかでは、認知症ケアチームのラウンドと院内デイケアを行って
います。週に1回の認知症ケアチームのラウンドでは、多職種で患者 
さんの病室を訪問し、ケア方法の検討や環境の調整、不安要因の 

 
把握等、『落ち着いて過ごせる時間』ができる方法を検討します。ま
た、同じように週に1回開催している院内デイケアでは、ストレッチや
ゲーム、歌等を通して『楽しむ時間』を作っています。これに参加する
ことで、表情が和らい
だり、生活リズムが
整ったり、入院生活
が安定することにつな
がっています。 
 今後も、高齢の患
者さん方が安心して
過ごせるよう取り組ん
でいきます。 

 母性看護専門看護師 阿部 祥子  
 

 近年少子化が進む一方で、晩婚化、生殖医療の高度化が進ん
でいます。また、医療的リスクだけではなく、社会的背景や心理面へ
の支援が必要な妊産婦も増加しています。このようななかで、当院
には、地域周産期母子医療センター、助産施設としての役割があ
り、多職種と協働しながら妊娠・出産、さらには退院後に向けて、早
期から切れ目のない支援を行うことが求められます。 
 私は、母性専門看護師として、『妊産婦・ご家族への直接的な支
援に加え、スタッフの相談に対応しながら、多職種の人と協働・調整
をして、妊産婦・ご家族が安心した育児ができる』ことを目的に活動
しています。 
 院内活動では、妊娠初期から妊産婦・ご家族の状況を把握し、 

 
必要な支援に繋げられるようにアセスメントを行い、院内・外の多職
種と連携しながら支援に繋げています。また、妊娠中・入院中の関
わりだけでなく、退院後の２週間・１か月健診、地域との連携を通
して、母子が安心して育児を開始できるよう、切れ目のない支援を
目指して、継続した支援体制作りに取り組んでいます。 
 出産は、予期しない状況や場所で迎えることがあります。そのような
場面でも、母子が安心して支援を受けられるように、昨年度から千
葉市消防局と連携して『分娩介助』『妊産婦のメンタル支援』に関し
て講義を行っています。 
 母子専門看護師の活動は、一人で継続することはできません。今
後も、妊産婦・ご家族を含め院内・外の多職種との連携を深めて、
切れ目のない支援を継続していきたいと考えます。 

新メディカルスタッフのご挨拶 

新病院について 

 千葉市立海浜病院は、令和８年１０月に「千葉市立幕張海浜
病院」として新築移転します。 
 

 名  称：千葉市立幕張海浜病院 
 所在地：千葉市美浜区若葉３丁目１番地２７ 
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